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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 9,747 35.5 24 △49.7 68 43.7 5 △83.4
23年3月期第2四半期 7,194 △11.3 48 △74.9 47 △75.9 31 △72.2

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △98百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △5百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 1.09 ―
23年3月期第2四半期 6.42 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 7,976 3,699 46.3
23年3月期 8,723 3,876 44.4
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  3,695百万円 23年3月期  3,871百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 10.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 19.9 320 37.6 320 36.9 180 21.1 36.89



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、「添付資料」P.３「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧
ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 5,257,950 株 23年3月期 5,257,950 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 520,346 株 23年3月期 378,346 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 4,778,175 株 23年3月期2Q 4,879,604 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益は東日本大震災の影響により依然として厳しい状況

で推移しており、倒産件数の増加の影響などにより、失業率は高い水準にあり、雇用情勢は厳しい状況が続いてお

ります。また、世界景気の回復の遅れや、デフレの影響などから国内景気の押し下げ懸念もあり、先行きの不透明

感から個人消費市場は厳しい状況で推移しました。 

当社の事業領域のうち、映像ソフト市場におきましては、映画興行収入は順調に推移しており、ＤＶＤレンタル

市場も手軽な娯楽として定着し堅実に推移しました。上期（１月～６月）におけるＤＶＤ、ブルーレイを含めたビ

デオソフト市場全体の売上高は、上半期としては５年ぶりに前年同期を上回りました。 

音楽ソフト市場におきましては、韓流ブームが続くなか、韓国アーティストによるＫ－ＰＯＰという新たなジャ

ンルに人気が集まっておりますが、市場全体としては、音楽配信を含め厳しい状況が続いております。 

コンシューマーゲーム市場におきましては、ヒット作が少なく市場全体としては昨年を下回る結果となりまし

た。そのようななか、本年12月にはソニーコンピューターエンタテインメントより新型の携帯型ゲーム機「Ｐｌａ

ｙＳｔａｔｉｏｎ Ｖｉｔａ」の発売が決定し話題を呼んでおります。また、任天堂からもＷｉｉの後継機となる

「Ｗｉｉ Ｕ」が2012年内に発売が予定されるなど、市場全体として新たな局面を迎えており、今後の市場への影

響が期待されます。 

このような環境のもと、当社は昨年12月１日付で株式会社アイ信の映像ソフトの卸売事業を譲り受け、映像ソフ

ト市場におけるシェアの拡大と当社グループ全体の業務効率の向上に努めました。 

また、地デジ化に伴い、シティホテルやビジネスホテル等が行う衛星放送を利用した館内有料放送サービスのデ

ジタル化に必要な機器、システム及び衛星放送向け高画質映像コンテンツの販売事業を新たに開始するため、平成

23年５月13日付で100％子会社のリングフリージャパン株式会社の事業目的を変更するとともに、商号を株式会社

メディアネットワークソリューションズ（以下「ＭＮＳ」）に変更いたしました。 

以上の結果、売上高は9,747百万円（前年同期比35.5％増）と前年同期を上回ったものの、事業の譲り受けに伴

い、事業所の統合（２カ所あった東京、大阪の各営業所をそれぞれ１カ所に統合しました。）、業務の合理化を進

めましたが、事業の譲り受けに伴う経費の増加とＭＮＳの事業開始に伴う経費の支出等により、営業利益は24百万

円（前年同期比49.7％減）と前年同期を下回る結果となりました。また、営業外収益において、有価証券の売却益

を計上したことにより、経常利益は68百万円（前年同期比43.7％増）となりましたが、投資有価証券評価損を計上

したこと等により、四半期純利益は５百万円（前年同期比83.4％減）となりました。 

セグメントの業績は次のとおりです。 

①卸売事業 

ａ．音楽映像ソフト 

当部門の売上高は、音楽ソフト市場が厳しい状況で推移するなか、昨年12月に株式会社アイ信の映像ソフトの

卸売事業を譲り受け、映像ソフト市場におけるシェア拡大に努めたことにより、7,274百万円（前年同期比

49.3％増）となりました。 

ｂ．コンシューマーゲーム 

当部門の売上高は、前年に比べヒット作が少なかったものの、昨年12月に発売されたＰＳＰ向けソフト「モン

スターハンターポータブル３ｒｄ」がロングセラーとして売れ行きが好調だったこともあり、1,180百万円（前

年同期比0.6％増）となりました。 

ｃ．関連商品 

当部門の売上高は、ＣＤ－Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等の記録メディアとＣＤ、ＤＶＤ等の傷を修復するディスク研磨機

等の関連商品で構成されておりますが、前期より新たに開始したレンタル店向けのサービス「ＣＴＳ（ＣＳＬｏ

ｇｉｎｅｔ Ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ Ｓｙｓｔｅｍの略で、対象商品のレンタル店における貸出実績に応じ

て、その売上を店舗と権利者でシェアするサービス）」の売上高が加わったことにより、341百万円（前年同期

比37.1％増）となりました。 

ｄ．その他 

当部門の売上高は、ゲームソフト、音楽映像ソフトメーカーの物流受託業務を行うＴＰＬ事業において、一部

取引先の事業縮小等があったものの、その他の売上が比較的堅調であったため、316百万円（前年同期比2.7％

増）となりました。 

②小売事業 

当部門の売上高は、既存店の売上高が減少するなか、株式会社アイ信の映像ソフトの卸売事業に合わせ、同社の

直営店２店舗を譲り受けたことにより、634百万円（前年同期比7.6％増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は7,976百万円となり、前連結会計年度末に比べ747百万円の減少となりまし

た。また、純資産の残高は3,699百万円となり、176百万円の減少となりました。 

イ．資産 

流動資産においては、前連結会計年度末に比べ484百万円減少した4,529百万円となりました。主な要因は、現金

及び預金が増加したものの、受取手形及び売掛金、たな卸資産の減少額が多かったことによります。 

固定資産においては、262百万円減少した3,446百万円となりました。主な要因は、投資有価証券の減少によるも

のです。 

ロ．負債 

流動負債においては、455百万円減少した2,783百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少に

よるものです。 

固定負債においては、114百万円減少した1,492百万円となりました。主な要因は、長期借入金及び社債の減少に

よるものです。 

ハ．純資産 

純資産においては、176百万円減少した3,699百万円となりました。主な要因は、その他有価証券評価差額金の減

少によるものです。  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年３月期の連結業績予想につきましては、平成23年11月４日に「業績予想の修正に関するお知らせ」におい

て平成24年３月期第２四半期累計期間の連結・個別の業績について修正しております。  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,178,747 1,473,390 

受取手形及び売掛金 2,388,381 1,984,233 

有価証券 208 246 

たな卸資産 1,262,611 918,521 

その他 206,520 161,757 

貸倒引当金 △21,782 △8,192 

流動資産合計 5,014,686 4,529,956 

固定資産   

有形固定資産 660,637 662,648 

無形固定資産   

のれん 196,916 152,005 

その他 118,969 136,627 

無形固定資産合計 315,885 288,633 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,217,596 949,658 

敷金及び保証金 1,030,742 1,003,414 

その他 487,902 557,956 

貸倒引当金 △3,771 △16,117 

投資その他の資産合計 2,732,469 2,494,911 

固定資産合計 3,708,992 3,446,193 

資産合計 8,723,678 7,976,150 



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,563,266 2,010,752 

短期借入金 － 200,000 

未払法人税等 48,209 65,587 

賞与引当金 47,539 48,138 

その他 580,799 459,452 

流動負債合計 3,239,815 2,783,930 

固定負債   

社債 171,200 156,800 

長期借入金 967,982 860,870 

役員退職慰労引当金 273,749 282,351 

その他 194,071 192,233 

固定負債合計 1,607,003 1,492,254 

負債合計 4,846,818 4,276,185 

純資産の部   

株主資本   

資本金 598,510 598,510 

資本剰余金 545,000 545,000 

利益剰余金 2,953,817 2,910,237 

自己株式 △112,553 △142,231 

株主資本合計 3,984,775 3,911,517 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 128,855 26,230 

土地再評価差額金 △241,827 △241,827 

その他の包括利益累計額合計 △112,972 △215,596 

少数株主持分 5,056 4,044 

純資産合計 3,876,860 3,699,964 

負債純資産合計 8,723,678 7,976,150 



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 7,194,182 9,747,684 

売上原価 6,350,136 8,609,720 

売上総利益 844,046 1,137,963 

販売費及び一般管理費 795,835 1,113,723 

営業利益 48,211 24,240 

営業外収益   

受取利息 2,768 2,156 

有価証券売却益 2,293 51,486 

その他 9,461 7,521 

営業外収益合計 14,524 61,164 

営業外費用   

支払利息 6,801 8,368 

為替差損 7,977 5,898 

その他 423 2,824 

営業外費用合計 15,203 17,091 

経常利益 47,532 68,313 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1,992 － 

保険解約返戻金 － 17,902 

その他 － 2,601 

特別利益合計 1,992 20,504 

特別損失   

投資有価証券評価損 － 32,179 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,958 － 

その他 551 247 

特別損失合計 3,510 32,426 

税金等調整前四半期純利益 46,013 56,391 

法人税、住民税及び事業税 35,953 63,900 

法人税等調整額 △20,795 △11,712 

法人税等合計 15,157 52,188 

少数株主損益調整前四半期純利益 30,855 4,203 

少数株主損失（△） △469 △1,012 

四半期純利益 31,325 5,215 



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 30,855 4,203 

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △36,660 △102,624 

その他の包括利益合計 △36,660 △102,624 

四半期包括利益 △5,804 △98,421 

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △5,334 △97,408 

少数株主に係る四半期包括利益 △469 △1,012 



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 46,013 56,391 

減価償却費 20,968 22,491 

減損損失 209 － 

のれん償却額 14,282 44,910 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 2,958 － 

投資有価証券評価損益（△は益） － 32,179 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,816 8,602 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,085 598 

有価証券売却損益（△は益） △2,293 △51,486 

投資有価証券売却損益（△は益） － △2,601 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,130 △1,244 

受取利息及び受取配当金 △4,428 △4,401 

支払利息 6,801 8,368 

為替差損益（△は益） 3,071 2,127 

固定資産売却損益（△は益） 342 － 

固定資産除却損 － 247 

売上債権の増減額（△は増加） 318,723 404,148 

たな卸資産の増減額（△は増加） 349,780 344,090 

その他の資産の増減額（△は増加） 6,294 12,086 

破産更生債権等の増減額（△は増加） △332 △12,347 

仕入債務の増減額（△は減少） △472,050 △552,513 

未払消費税等の増減額（△は減少） 40,017 38,311 

その他の負債の増減額（△は減少） △45,764 △38,713 

預り保証金の増減額（△は減少） △4,503 6,004 

差入保証金の増減額（△は増加） 143,365 15,000 

小計 427,059 332,248 

利息及び配当金の受取額 5,071 4,387 

利息の支払額 △6,691 △8,357 

法人税等の支払額 △6,063 △46,460 

法人税等の還付額 86,530 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 505,906 281,817 



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △31,315 △4,806 

定期預金の払戻による収入 3,000 30,000 

有形固定資産の取得による支出 △25,379 △10,344 

長期前払費用の取得による支出 △113 △246 

無形固定資産の取得による支出 △18,712 △27,835 

事業譲受による支出 － △118,708 

投資有価証券の取得による支出 △72,366 △29,470 

投資有価証券の売却による収入 111,054 147,876 

貸付けによる支出 △40 △60 

貸付金の回収による収入 20,670 20,395 

敷金の回収による収入 144 12,457 

敷金の差入による支出 △192 △180 

保険積立金の解約による収入 － 21,863 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △10,704 △10,784 

投資活動によるキャッシュ・フロー △23,955 30,158 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200,000 

長期借入金の返済による支出 △78,552 △107,112 

社債の償還による支出 － △14,400 

自己株式の取得による支出 － △29,678 

配当金の支払額 △48,757 △48,783 

財務活動によるキャッシュ・フロー △127,309 26 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,071 △2,127 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 351,570 309,874 

現金及び現金同等物の期首残高 817,391 956,231 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,168,962 1,266,106 



該当事項はありません。 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

  
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

  
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項） 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  卸売事業 
（千円） 

小売事業 
（千円） 

合計（千円） 

売上高       

  外部顧客への売上高  6,604,928  589,254  7,194,182

  セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －  13  13

計  6,604,928  589,267  7,194,196

セグメント利益又は損失(△)  256,090  △21,614  234,475

      利益       金額(千円) 

報告セグメント計  234,475

 セグメント間取引消去  △11

 のれんの償却額  △6,116

 全社費用(注)  △180,136

四半期連結損益計算書の営
業利益 

 48,211

  
卸売事業 
（千円） 

小売事業 
（千円） 

合計（千円） 

売上高       

  外部顧客への売上高  9,113,632  634,052  9,747,684

  セグメント間の内部売上高
又は振替高 

 －  －  －

計  9,133,632  634,052  9,747,684

セグメント利益又は損失(△)  244,021  △29,613  214,407

      利益       金額(千円) 

報告セグメント計  214,407

 セグメント間取引消去  －

 のれんの償却額  △6,116

 全社費用(注)  △184,050

四半期連結損益計算書の営
業利益 

 24,240



該当事項はありません。 

 該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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